
 

 

 

（第四面） 

   建築物別概要 

【1.番号】 １ 

【2.用途】  (区分 08010  ) 住宅 

            (区分        ) 

            (区分        ) 

            (区分        ) 

            (区分        ) 

【3.工事種別】 

    ☑新築  □増築  □改築  □移転  □用途変更  □大規模の修繕  □大規模の模様替 

【4.構造】              鉄骨造  

【5.耐火建築物等】 

   □耐火建築物   □準耐火建築物（ｲ-1）   □準耐火建築物（ｲ-2） 

   □準耐火建築物（ﾛ-1）   □準耐火建築物（ﾛ-2） 

   □耐火構造建築物   □特定避難時間倒壊等防止建築物   ☑その他 

【6.階数】 

  【ｲ.地階を除く階数】 ２ 階 

  【ﾛ.地階の階数】 

  【ﾊ.昇降機塔等の階の数】 

  【ﾆ.地階の倉庫等の階の数】 

【7.高さ】 

  【ｲ.最高の高さ】    ○   ｍ 

  【ﾛ.最高の軒の高さ】   ○   ｍ 

【8.建築設備の種類】 ○○ 

【9.確認の特例】 

  【ｲ. 建築基準法第6条の3第1項ただし書又は法第18条第4項ただし書の規定による審査の特例

の適用の有無】 

   □有   ☑無 

【ﾛ.建築基準法第6条の4第1項の規定による確認の特例の適用の有無】□有  ☑無 

  【ﾊ.適用があるときは、建築基準法施行令第10条各号に掲げる建築物の区分】 

                                              第              号 

  【ﾆ.建築基準法施行令第10条第１号又は第２号に掲げる建築物に該当するときは､ 

      当該認定型式の認定番号】        第          号 

  【ﾎ.建築基準法第68条の20第１項に掲げる認証型式部材等に該当するときは、当該認証 

      番号】   

 

【10.床面積】            (申請部分       ) (申請以外の部分 ) (合計           ) 

  【ｲ.階別】  

             ( ２ 階)    (    ○○㎡     ) (               ) (    ○○㎡     ) 

             ( １ 階)    (    ○○㎡     ) (               ) (    ○○㎡     ) 

              

  【ﾛ.合計】             (    ○○㎡     ) (               ) (    ○○㎡     ) 

【11.屋根】 ○○ 

【12.外壁】 ○○ 

施行規則第１条の３による

図書省略認定の場合 



 

【13.軒裏】 ○○ 

【14.居室の床の高さ】  

【15.便所の種類】 ○○ 

【16.その他必要な事項】 

【17.備考】 

 



 

 

（第六面） 

建築物独立部分別概要 

 

【1.番号】１ 

 

【2.延べ面積】○○㎡ 

 

【3.建築物の高さ等】 

【ｲ.最高の高さ】○ｍ 

【ﾛ.最高の軒の高さ】○ｍ 

【ﾊ.階数】         地上 (    ２階       )  地下(              ) 

【ﾆ.】構造】   鉄骨造 

 

【4.特定構造計算基準又は特定増改築構造計算基準の別】 

  □特定構造計算基準 

  □特定増改築構造計算基準 

 

【5.構造計算の区分】 

  □建築基準法施行令第81条第1項各号に掲げる基準に従つた構造計算 

  □建築基準法施行令第81条第2項第1号イに掲げる構造計算 

  □建築基準法施行令第81条第2項第1号ロに掲げる構造計算 

  □建築基準法施行令第81条第2項第2号イに掲げる構造計算 

  ☑建築基準法施行令第81条第3項に掲げる構造計算 

 

【6.構造計算に用いたプログラム】 

【ｲ.名称】 

【ﾛ.区分】 

 □建築基準法第20条第1項第2号ｲ又は第3号ｲの認定を受けたプログラム 

 （大臣認定番号       ） 

 □その他のプログラム 

 

【7.建築基準法施行令第137条の2各号に定める基準の区分】 

（       ） 

 

【8.備考】 

 

 

 施行規則第１条の３図書省略認定は、平成１９年国土交通省告示第８３２号「令

第８２条各号及び令第８２条の４に定める構造計算と同等以上に安全性を確か

めることができる構造計算の基準」となり、当該欄に☑を入れる。 


